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                        令和７年９月３０日  

 

【校訓】  「自律・向上・友愛」 

【教育目標】「～新しい時代を生き抜く生徒の育成～」 

校長 野々上 勝 

                                                                    

 

 

 

 ９月１８日（木）、第２回学校運営協議会で、真庭市教育委員会から、湯原小学校と湯原中学校のこれからについ

て、その方向性のビジョン「湯原学園構想（仮称）」（案）の説明がありました。湯原の地に学校を残すことを前提

に、湯原の子供たちの豊かな学びと確かな育ちはもちろんのこと、世代を超えて住民が集う、地域の活性化に向け

たセンター的役割も担う学校の姿等の特色が盛り込まれたものでありました。真庭市による計画段階の適時に、小

中学校保護者や地域住民に向けた説明会も開催されると聞いております。学校運営協議会としても、地域の皆様と

堅くつながりながら、湯原の子供たちがこれからも安心して通える学校環境を守り続けたいと思います。 

 

＊チャレンジワーク１４ 【職場体験】 
 ９月１０日（水）～１２日（金）、学区内の７事業所様のご協力により、２年生の職場体験を実施しました。声ひとつを取
り上げてみても、自分から声を出さねばならない場面や、普段よりも大きな声が必要な場面など、生徒と社会人の違いを実感

しながら、社会の厳しさを 

ほんの少しだけ体験するこ 

とができました。 

この３日間の体験が、自 

分自身の将来に向けての展 

望や、１年後の進路選択の 

際に生きてくることを期待 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊不審者対応訓練 

 ９月１７日（水）、真庭警察署のご協力により、不審者対応訓練を実施しました。危険に対する予防、 

避難、回避、対策など、実技も交えながら訓練と学習をしました。 

 自分の命も人の命も絶対に守らねばならない大切なものであることを 

再認識するとともに、いざという時には命を守るための可能性が高い選 

択・判断をしなければならないこと、助けを求める際には、腹の底から 

声を出さねばならないことなども学びました。 

 普段は鬼気迫るような大声を出す必要のない、平和で幸せな生活を送 

ることができていることのありがたさも改めて感じることができました。 

みんなにとって穏やかな日常をみんなの力で守っていきたいものです。 

吾亦紅 
ワレモコウ 

湯原こども園 東真産業 

オーストリッチ 
ファーム 

湯原郵便局 
湯原振興局 
（足温泉） ローソン 

ひまわり館 



＊真庭支部秋季総合体育大会 ・ 県秋季大会（水泳競技の部） 

 ９月２０日（土）、「真庭郡総体」として始まり、半世紀以上の歴史ある真庭支部総体がこの秋季をもってその幕を閉じる
こととなりました。本校からは卓球部（会場：白梅総合体育館）、バドミントン部（会場：久世中学校）が出場しました。新チーム

となり初めての公式戦。卓球部は２年生を中心として、バドミントン部は２年生不在により１年生のみで果敢に挑みました。 

湯原中のすべての「選手」が、普段の練習で見せるプレイよりも格段に集中して、一段階も二段階もグレードアップしてい

ました。「場が人を育てる」とはまさにこのことでした。これを足掛かりとして、次の公式戦である県秋季大会美作地区予選

会につなげてほしいと思います。 

 また、９月７日（日）、他競技より一足先に、県秋季大会・水泳競技の部が岡山市立市民屋内温水プールで開催されました。

１年植木倖輝さんが出場し、自由形５０ｍ ３２秒００、平泳ぎ１００ｍ １分２８秒６１の力泳でした。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
＊３年パパ＆ママ講座、妊婦体験 
 ３年生は９月１６日（火）、はせ川助産院の長谷川 
喜久美先生を講師にお迎えし、未来のパパ＆ママを育 
てる講座を実施しました。望まれて誕生する生命の尊 
厳、妊孕性（にんようせい）、No(ノー)の大切さ、 
困ったときの相談の仕方などを現場で活躍される助産 
師さんならではの目線で教えてくださいました。 
 また、９月２４日（水）、湯原支部愛育委員さん、栄養士さん、保健師さんのご協力により妊婦体験学習を実施しました。
妊婦体験グッズを装着した疑似体験では、靴下の脱ぎ着 、仰向け寝、起き上がり、階段の上り下り等、日常の中の何気ない
動作にも苦しさや大変さを感じ、そんな苦労を超えて自分たちを生んでくれた母親に感謝するとともに、これからの妊婦さん
への接し方や、それぞれの立場で将来に向けての心構えも学ぶことができました。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

  

 

  ＊10月の主な予定＊  
10月 
 
 

3日 
 

4･5日 
6日 

10･11日 
 

21日 
30日 
31日 

（金） 
 

（土･日） 
（月） 

（金･土） 
 

（火） 
（木） 
（金） 

3年ふれあい体験 
英語検定 
美作地区文化部交流会 
芸術鑑賞 
美作地区予選会 
 
1年校外学習 
さくら学級ふれあい交流会 
2･3進路説明会 

 
＊ちょっといい話 ①＊ 

雨の日、登校時の美甘真柚加さん。玄関前まで来て、何

かに気付いて軒先のところまで戻ったかと思うと、傘の

しずくを外に向かって振るって落としてから入っていき

ました。みんなが通るところは濡らさず、きれいなままを

保つためのとても繊細な心遣いでした。あなたのこころ、

美しいです、真柚加さん！ 

 
＊ちょっといい話 ②＊ 
あいさつボランティアの方と二人で朝のあいさつに立

っていた時、二人は３ｍほど離れて立っていたのですが、
多くの生徒は二人の内のどちらかの方を見てあいさつを
して通り過ぎていました。近藤果穂さんは一方に正対し
て立ち止まり、丁寧なおじぎと「おはようございます」
の声。即座にもう一方の方へ体の向きを変えて同様のあ
いさつ。それぞれの人に対して丁寧な礼儀正しさをきち
んと表現できる人ですね、果穂さん！ 

※10日:参加しない生徒は家庭学習日 

 

保健ｺｰﾅｰ・南先生、津田先生 図書ｺｰﾅｰ・原田先生 


